
平
成
二
六

年
五
月
十
一

日
（
日
）
、

下
阪
本
市
民

セ
ン
タ
ー
に

て
、
来
賓
に
羽
野
下
阪
本
自
治

連
合
会
長
を
迎
え
、
司
会
に
林

幹
事
、
議
長
に
河
村
副
会
長
を

選
出
し
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

羽
野
自
治
連
合
会
長
は
坂
本

城
を
考
え
る
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
「
下
阪
本
街
つ
く
り
推
進

室
」
を
新
設
し
、
室
長
に
林
さ

ん
を
置
く
と
の
話
が
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
①
坂
本
城
で

は
な
く
坂
本
城
址
と
い
う
形
で

進
め
る
②
湖
中
の
石
垣
の
紹
介
・

開
発
を
進
め
る
③
下
阪
本
観
光

商
店
街
を
進
め
る
④
三
津
浜
の

紹
介
・
観
光
化
を
進
め
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
議
案

の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
役
員
の
改
選
で
は
天
田
氏
が

名
誉
会
長
に
、
河
村
氏
が
会
長

に
選
出
さ
れ
た
。

■
平
成
二
五
年
度
事
業
報
告

１
．
観
光
ガ
イ
ド
は
、
○
土
日

休
日
に
公
園
で
の
ガ
イ
ド
を
随

時
実
施
○
団
体
の
ガ
イ
ド
（
坂

本
地
区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ク
タ
ー
会

議
、
下
阪
本
女
性
部
）
実

施○
公
園
の
案
内
看
板
の
修

正
を
実
施
。

２
．
地
域
と
の
連
携
は
、

女
性
部
ガ
イ
ド
の
実
施
と

文
化
祭
参
加
を
実
施
。
他

に
天
田
会
長
の
講
演
を
行
っ

た
。

３
．
そ
の
他
業
務
は
、
○

坂
本
城
址

公
園
の
清

掃
活
動
を

二
回
実
施

○
会
報
ニ
ュ
ー

ス
を
一
回

発
行
○
研

修
旅
行
を

実
施
（
犬

山
城
）
○

下
阪
本
文

化
祭
に
参

加
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新

■
平
成
二
六
年
度
事
業
計
画

１
．
下
阪
本
地
区
の
観
光
ガ
イ

ド
を
実
施
す
る
。

○
土
、
日
、
休
日
の
公
園
ガ
イ

ド
○
団
体
の
ガ
イ
ド

２
．
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
、
勉
強
会
を
実
施
す
る
。

３
．
下
阪
本
地
域
と
の
連
携
を

強
化
す
る
。

○
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
○
地
域
へ

の
勉
強
会
の
実
施

４
．
従
来
か
ら
の
業
務
は
継
続

す
る
。

○
坂
本
城
跡
公
園
の
清
掃
活
動
、

○
会
報
ニ
ュ
ー
ス
発
行
○
研
修

旅
行
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

○
下
阪
本
文
化
祭
参
加

５
．
実
施
・
要
望
す
る
。

○
新
し
い
紙
芝
居
の
作
成
○
老

朽
化
し
た
看
板
の
修
理
○
坂
本

城
発
掘
調
査
○
資
料
館
の
建
設

■
平
成
二
六
年
度
の
役
員

名
誉
会
長

天
田
省
三

会
長

河
村
益
孝

副
会
長

林

宏

幹
事
会
計

渡
辺

豊

幹
事
広
報

藤
本
一
也

幹
事

事
務
局

梶
原
大
義

幹
事
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第
八
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総
会
に
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河
村
会
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会
会
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成
宮
律
子

恒
岡
善
博

山
岡

周
天

奥
村
多
栄
子

監
事

並
木
益
雄

中
田
安
子

顧
問

中
井

均
（
滋
賀
県
立
大
）

木
村
至
宏
（
前
成
安
造
形
大
学

長
）
馬
淵
直
樹
（
日
吉
大
社
宮

司
）
村
田
省
三
（
元
市
産
業
観

光
部
長
）

午
後
は

約
２
時
間
、

約
六
〇
名

の
参
加
で
、

講
師
：
長

谷
川
博
美

氏
（
城
郭
研
究
家
）
・
丸
山
竜

平
氏
（
前
名
古
屋
女
子
大
教
授
）

の
記
念
講
演
会
が
、
恒
岡
幹
事

の
司
会
で
実
施
さ
れ
た
。

演

題
は
「
明
智
光
秀

近
江
出
身

伝
説
考
察
と
坂
本
城
天
守
幻
想
」

明
智
光
秀
の
生
誕

地
は
、
文
献
資
料
か

ら
ま
た
現
地
に
残
る

城
址
か
ら
、
近
江
の

多
賀
町
佐
目
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
光
秀
の

父
で
あ
る
明
智
十
左

衛
門
の
屋
敷
と
さ
れ

る
地
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
坂
本
城
の
本

丸
は
、
同
時
代
の
他

の
城
の
例
な
ど
か
ら
、

湖
岸
で
は
な
く
、
少

し
陸
地
に
入
っ
た
東

南
寺
や
明
智
塚
付
近

に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

第
八
回
坂
本
城
を
考
え
る
総

会
で
皆
様
に
計
ら
せ
て
戴
き
ま

し
た
処
、
反
対
者
も
無
く
受
け

入
れ
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

総
会
で
も
詳
し
く
述
べ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
「
坂
本
城

を
考
え
る
会
」
の
発
起
人
で
あ

り
ま
す
天
田
前
会
長
は
、
昨
年

暮
、
急
な
る
病

(

脳
梗
塞)

に

倒
れ
、
命
に
別
状
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
右
半
身
不
随
と
な
り
、

言
語
の
障
害
も
あ
り
、
会
長
と

し
て
の
継
投
は
困
難
で
あ
る
と

の
判
断
の
下
、
役
員
会
で
は
次

期
会
長
の
人
選
に
は
、
副
会
長

の
河
村
が
す
る
べ
き
だ
、
と
の

役
員
の
総
意
で
お
引
き
受
け
し

た
次
第
で
す
。

私
と
坂
本
城
と
の
関
係
で
す

が
、
私
の
両
親
と
そ
の
子
ど
も

（
三
人
）
は
、
大
阪
に
て
平
穏

な
生
活
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る

影
響
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
激

し
く
な
り
、
艦
載
機
の
空
襲
が

大
阪
の
街
を
脅
か
す
こ
と
か
ら
、

昭
和
十
八
年
、
母
方
の
地
縁

者
の
お
世
話
で
、
坂
本
城
跡

二
の
丸
東
南
寺
川
河
口
北
側

に
建
て
て
い
た
、
比
叡
山
千

日
廻
峰
者
、
正
井
観
順
大
阿

闇
梨
（
千
日
廻
峰
二
度
満
行
、

三
度
目
の
途
中
で
倒
れ
る
）

の
庵
を
、
仮
住
ま
い
と
し
て

生
活
を
始
め
ま
し
た
。
や
が

て
、
戦
火
は
日
を
追
っ
て
激

し
く
な
り
、
度
重
な
る
連
日
の

空
襲
で
、
す
っ
か
り
廃
墟
と
な

り
、
元
に
戻
れ
ず
生
活
基
盤
を

当
地
に
置
き
換
え
た
の
で
す
。

今
で
こ
そ
自
動
車
が
行
き
交

い
、
事
業
を
営
む
企
業
も
住
宅

も
建
ち
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
旧
道
か
ら
自

転
車
が
や
っ
と
通
れ
る
、
畦
道

の
先
に
ポ
ツ
ン
と
建
つ
有
様
で
、

わ
が
家
族
は
、
そ
の
昔
、
明
智

光
秀
が
城
主
と
し
て
活
躍
し
た
、

城
跡
（
二
の
丸
）
と
し
て
の
認

識
は
、
無
か
っ
た
や
に
思
わ
れ

ま
す
。
び
わ
こ
湖
畔
に
建
つ
一

軒
屋
の
周
囲
は
，
み
な
田
畑
で
、

長
年
住
む
事
で
農
耕
者
と
親
し

く
な
る
の
は
必
然
で
、
そ
の
中

の
一
人
が
天
田
さ
ん
家
族
で
し

た
。
年
の
差
も
あ
り
普
段
か
ら

長
く
お
付
き
合
い
が
あ
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
挟
い
田

舎
の
こ
と
、
お
互
い
の
事
情
の

解
か
る
間
柄
、
あ
る
日
天
田
さ

ん
に
呼
び
止
め
ら
れ
て
、
「
お

前
が
住
居
と
し
て
い
た
一
帯
の

土
地
は
坂
本
城
の
跡
地
ゆ
え
に
、

偽
り
無
き
歴
史
的
価
値
の
高
い

比
叡
山
に
合
わ
せ
て
、
坂
本
城

を
復
興
す
る
こ
と
で
、
長
浜
城

の
よ
う
に
観
光
客
が
押
し
寄
せ

る
街
に
し
た
い
」
と
そ
の
強
い

要
望
を
話
さ
れ
、
私
も
事
業
を

し
て
い
る
手
前
、
長
年
お
世
話
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記
念
講
演
会

光
秀
は
近
江
生
誕
か

長
谷
川

博
美
氏

丸
山

竜
平
氏講

演
の
要
旨

会
長
を
拝
命
す
る
に
あ
た
っ
て

会
長

河
村

益
孝



に
な
っ
た
下
阪
本
が
発
展
す
る

な
ら
と
、
断
ら
ず
に
引
き
受
け

た
の
で
す
。

会
長
と
し
て
の
役
柄
か
ら
す

れ
ば
、
城
や
人
物
を
始
め
、
当

時
の
戦
略
的
構
図
が
語
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
全
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
解
か
ら
ず
、

「
何
故
こ
の
会
に
入
っ
て
い
る

の
？
」
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど
無
知

な
の
で
す
。
入
会
に
よ
っ
て
少

し
は
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

理
解
あ
る
皆
様
か
ら
す
れ
ば
、

大
学
生
と
幼
稚
園
児
程
の
差
が

あ
る
と
申
し
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
を

ご
理
解
の
上
、
「
坂
本
城
を
考

え
る
会
」
と
し
て
統
率
を
計
り
、

役
員
一
同
楽
し
く
学
び
、
知
り
、

行
動
を
共
に
す
る
会
と
し
て
努

め
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

元
亀
二
年
（1

57
1

）
九
月
の

比
叡
山
焼
打
ち
後
、
織
田
信
長

は
明
智
光
秀
に
坂
本
城
を
築
か

せ
ま
し
た
。
当
時
の
坂
本
は
巨

大
な
荘
園
領
主
延
暦
寺

の
門
前
町
で
あ
る
と
と

も
に
琵
琶
湖
上
交
通
の

要
港
で
あ
り
、
北
国
や

東
国
か
ら
集
ま
っ
た
年

貢
等
を
京
都
へ
運
ぶ
物

流
拠
点
の
一
大
都
市
で

し
た
。

し
か
し
、
天
正
十
年

（158
6

）
六
月
、
光
秀

は
本
能
寺
の
変
で
信
長

に
反
逆
す
る
も
、
山
崎

の
合
戦
で
羽
柴
秀
吉
に
敗
れ
、

坂
本
城
は
炎
上
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
坂
本
城
は
復
興
さ
れ
ま

す
が
、
秀
吉
は
大
阪
城
を
築
く

と
、
琵
琶
湖
の
物
流
拠
点
も
坂

本
か
ら
大
津
に
移
り
、
天
正
十

四
年
（1

58
6

）
ご
ろ
大
津
城
が

築
か
れ
る
と
、
坂
本
城
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

探
訪
は
、
坂
本
城
跡
お
よ
び
、

世
界
遺
産
で
あ
る
延
暦
寺
の
里

坊
と
共
に
繁
栄
し
た
石
積
み
の

町
坂
本
を
坂
本
城
を
考
え
る
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案

内
し
ま
す
。

モ
デ
ル
コ
ー
ス

京
阪
坂
本
駅
→
生
源
寺
（
最

澄
生
誕
地
）
→
旧
白
毫
院
→

滋
賀
院
門
跡
→
慈
眼
堂
→
坂

本
城
城
址
石
碑
→
東
南
寺
→

坂
本
城
址
公
園
（
光
秀
像
）

→
坂
本
城
本
丸
跡
→
明
智
塚

→
酒
井
神
社
→
下
阪
本
市
民

セ
ン
タ
ー
→
京
阪
坂
本
駅
・

Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅

・
実
施
す
る
コ
ー
ス
は
希
望

を
お
聞
き
し
て
決
め
ま
す
。

・
お
申
し
込
み
は
原
則
と
し

て
１
０
名
以
上
の
団
体
で
お

願
い
し
ま
す
。

・
参
加
費
は
お
ひ
と
り

に
つ
き
５
０
０
円
（
ガ

イ
ド
料
、
資
料
代
等
）

で
す
。

・
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

坂
本
城
を
考
え
る
会

恒
岡

（077
-578-82

95

）
ま
で
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会費納入のお願い

■平成２６年度会費１，２００円を、未だ納

入されていない会員は、郵便振替で至急

納入願います。現金でも結構です。

払込取扱票が必要な方は 連絡頂ければ

送ります。

■ 口座番号 00940-8-193042

加入者名 坂本城を考える会

他の金融機関からは

店番 468- 普通預金 0954399

■ 520-0113 大津市坂本3-17-61

渡辺 豊 ℡077-578-4607

090-7348-1083

ま
ぼ
ろ
し
の
坂
本
城
と

石
積
み
の
門
前
町
坂
本
を
巡
る

ガ
イ
ド
行
い
ま
す
幹
事

恒
岡
善
博



歴
史
的
に
知
名
度
の
高
い
坂

本
城
に
つ
い
て
地
元
だ
け
の
文

化
遺
産
に
し
て
お
く
だ
け
で
は

も
っ
た
い
な
い
と
考
え
、
坂
本

城
を
世
間
に
紹
介
、
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２
２
年
度
の
総
会
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
う
こ

と
を
確
認
し

ガ
イ
ド
役
を
募

集
、
資
料
を

作
成
し
て
学
習

会
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
広
報
に
も
工
夫
し

申
込
み
が
増
加
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
役
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に

適
切
に
対
応
で
き
る
た
め
に
、

ガ
イ
ド
に
協
力
し
て
下
さ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
河
村
会
長

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

07
7-
57
9-
88
88

）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

第１５号 坂本城を考える会 会報 ２０1４年 ８月１５日

坂本城を考える会のホームページもご覧ください http://www.sakamoto-jyoh.org

坂本城址公園の清掃
活動に参加を

坂本城を考える会では、坂本城址公園の清掃

活動を続けており、公園利用者にすっきり気持ち

よくなったと喜ばれています

と き ９月２７日（土） 小雨決行

９時～１１時
ところ 大津市下阪本「坂本城址公園」

軍手などを持参し、作業ができる服装でご参加を 前回の公園清掃に参加の様子

ボランティア

ガイド
募集中

５７９－８８８８まで


